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アポリネール「窓」注釈の試み（1）
申　川　信　吾
　アポリネールは1915年，恋人のマドレーヌ・パジェスに宛てた手紙のなか
で，自作の詩「窓」Les　Fenetresにふれて次のように書いている（1）。
　「私は詩の構文（syntaxe）を単純化すべく可能なかぎりの努力をしました。
そしていくつかの場合に一特に「窓」に於て一そのことに成功しました。
この「窓」という詩は「詩と演劇」Poさme　et　Drame誌に発表され，ついでそれ
とは別に，ある画家のカタログでもある大きな出版物に発表されたものです。」
（1月1目付）
　「……私は私の詩集『アルコール』Alcools以後の詩が大変好きです。それ
は少なくとも一冊の詩集の分量はあります。そして私は面家ドゥローネー’・，のカ
タログの冒頭を飾った詩「窓」が大変，大変好きです。これらの詩はもはや私
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
がその活力を失なってしまった全く新しい美学（une　esth6tique　toute　neuve）
から生まれたものです。」（7月30日付，傍点筆者）
　「……君はそのなかに，僕のもっとも好きな僕の詩の一つ，「窓」を読むだ
ろう。」（11月30日付）
　このアポリネール自身の証言には，いくつかの極めて重要な点が含まれてい
る。ここでアポリネールがrアルコール』以後の詩と言っているのは，rアル
コール』に含まれる最も新しい詩「地帯」Zoneが書かれたのが1912年10月と
考えられることから，当然それ以後の作品恐らくは1914年7月頃までの，つま
り第一次世界大戦勃発までの一時期の作品と考えてよいであろう（1914年8月
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アポリネールは自ら兵役を志願し，12月にはイタリア戦線に赴く。上に引用し
た手紙も戦場で書かれたものである）。より具体的に言えば，後に第二詩集『ヵ
リグラム』Calligrammesの冒頭を飾る《波》詩篇に収められることになる諸
作品である。（『カリグラム』一戦争と平和の詩〔1913－1916〕一には，ほ
ぼ年代順に並べられた80篇程の詩が6つの詩群一《波》《軍旗》《カーズ・
ダルモン》《発射光》《月の色の砲弾》《星がたに傷ついた頭》一に分けて
収められている。このうち大戦前の作品は《波》詩篇を形成する（「丘」を除
く）。勿論「窓」もこの《波》に含まれる。）
　きて重要な点の第一はアポリネールがこの《波》詩篇の作品を『アルコール』
の諸作品と区別していることである。そして更に，その区別の理由を《波》の
諸詩篇が『アルコール』よりあとに書かれたからではなく，それが『アルコー
ル』とは異なる「全く新しい美学」から生まれたものだからだとしている点で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ある。　（ここでアポリネールが新しいneuf，　nouveauという形容詞に与えた
特別の意味を思い起こすのは無駄ではない。彼にとって新しいということは，
　　　　　　　の　　　■　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　
単なる時間的な新しさ，新鮮さという意味以上に，一つの価値判断を含んでい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
る。それは良い，すぐれたという意味である。）
　その第二は，この新しい美学の全貌は明らかにされてはいないものの，それ
が詩の構文を単純化すること（simplifier　la　syntaxe　po6tique）をその大きな
要素としているということである。これは『アルコール』以後の彼の詩法を知
る上で大きな示唆を与え，作品の理解にかかせないものとなるであろう。
　そして最後に，一それがわれわれを「窓」へと向わせるのだが一アポリ
ネールが「窓」に与えた，いわば特権的とも言える地位である。それはこの三
つの手紙に共通の点であり，疑いようもない。そして特にわれわれはこの「窓」
が彼の「新しい美学＝詩の構文の単純化」の可能なかぎりの努力の成功例だと
いうことに注目したい。今日「窓」の成立に関してまことに奇妙な相矛盾する
二つの証言が残されている。一つはアンドレ・ビィのもので，彼れにょれば
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「窓」は彼とルネ・ダリーズそれにアポリネールがパリのドーヌー街のカフェ，
クリシィフィスのテラスに居たときに書かれたものだという。もう一つはドゥ
ロ＿ネーによるもので，ドゥローネーはこの詩が彼のアトリエで書かれたと主
張する。そして今日，マルセル・アデマなどのアポリネール研究家はこの二つ
の証言の矛盾を，この詩はアンドレ・ビィが言うようにカフェのテラスで書き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ始められ，ドウローネーのアトリエで完成されたのだろうと推論することによ
って解決しようとしている。しかしそれら「窓」の成立に関する証言にまどわ
されてはなるまい。「窓」は決して即興的に書かれた作品ではない。一見いか
にそのように見えようともこの作品はアポリネール自らが言うように・可能な
かぎりの努力を払って推敲され，構成された作品なのである（このことはあと
でその読解を通じて明らかにされよう）。ということは「窓」という作品を読
むことによってわれわれが，アポリネールの『アルコール』以後の作品を支配
する美学礁明し，それらの作品鯉鰯る糸・をつかむ・とができると鮪
し得るということでもある。今日アポリネールは現代詩の大きな源流のtつと
されている。そしてそれは『アルコール』よりも『カリグラム』』なかんずく
《波》詩篇の諸作品をさしてのことなのだ。とすれば，われわれはまた「窓」
を読むことによって現代詩が立つ基盤の，少くとも一つを知ることでき為と期
待し得るのでもなかろうか。以上がわれわれが「窓」の注解へと向うにあたっ
ての出発点である。
　　　　　　　　　　　　　　　　★
　アポリネ＿ルの詩のなかで最も美しい詩の一つと人のいう「窓」はまた最も
難解な詩の一つでもあろう。しかしその難解さの質はそれ以前の『アルコール』
のいくつかの詩の持つ難解さとは異なったものである。この詩が書かれたのは
1912年12月，（発表は1913年1月の「詩と演劇」誌第2号，及び1913年1月27
日～2月20日までベルリンで行なわれたデル・シュトリュムder　Strumのド
ゥローネー展のためのカタログ）先に述べたように『アルコール』中の最も新
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しい詩「地帯」のわずか2か月後にすぎない。しかし「窓」と「地帯」とを比
較してみると，そこに大きな質的変化をみないわけにはいかないのだ。フラ
ンシス・ピカピアの妻，ガブリエル・ピュフェ・ピカビアはアポリネールがマ
ルセル・デュシャンと共に彼女の両親のジュラ山中のエティヴェルの別荘に
滞在した1912年10月に，彼らに詩集の刊行の計画を語り（これが『アルコール』
となる），書かれたばかりの「地帯」の草稿を朗読して聞かせたときの印象を
後に次のように語っている。「何とわれわれはその晩，新精神から，キュビス
ムとオルフィスムの区別から遠い所にいたことでしょう！アポリネールは私に
はロマンティスムのあらゆる過去に根深く結びついているように思われまし
た。このような伝統的，保守的な事態への確実な傾向と，同時に彼を生まれっ
つあるシュールレァリスムの前衛へと強制的に押しやる願望との間の異常な距
りが私にしばしば彼についての当惑の気持を起させ，そして一少なくともそ’
の時期には一彼の作品を完全に是認することを不可能にきせたのでした。そ
の頃彼の作品は，真に新しく冒険的だと人々が感じることができるものを充分
に反映してはいない，と私には思われたのでした。」（2）今日一般にアポリネルー
ルの革新的な詩だとされている「地帯」についてのこの印象は極めて興味深
い。たしかに「地帯」はその主題に（手法に於てはすでに不充分とは言えその
後の作品に受けつがれ発展していくいくつかの試みがなされてはいるが）はっ
きりと『アルコール』の世界（『アルコール』には様々な傾向の詩が含まれて
いて一デュアメルの「古物商」という批評を思い出そう一一つの世界とし
てとらえるのはむずかしいのだが，しかしその中心的テーマの一つは疑いなく
「自己」（moi）の過去への投企とそのことによる自己救済である）の残像を引
きずっているのだ。「地帯」はいわばrアルコール』の世界の総決算的作品と
言えるのである。
　そして2か月後，「窓」は明らかに「地帯」とは異なった様相の下に出現す
る。
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　　　　★
Les　Fenetres
　　　　Du　rouge　au　vert　tout　Ie　ja見me　se　meurt
　　　　Ωuand　chantent　les　aras　dans　les　for6ts　natales
　　　　Abatis　de　pihis
　　　　Il　y　a　un　poさme　a　faire　sur　l’oiseau　qui皿’a　qu’une　aile
5　Nous　1’enverrons　en　message　t616phonique
　　　　Traumatisme　g6ant
　　　　II　fait　couler　les　yeux
　　　　Voila　une　jolie　fille　parmi　les　jeunes　Turinaises
　　　　Le　pauvre・jeune　homme　se　mouchait　dans　sa　cravate　blanche
10　Tu　soulさveras　le　rideau
　　　　Et　maintenant　voilb　que　s，ouvre　la　fen6tre
　　　　Araign6es　quand　les　mains　tissaient　la　lumiさre
．　　Beaut6　paleur　insondables　violets
　　　　Nous　tenterons　en　vain　de　prendre　du　repos
15　0n　commencera　a　minuit
　　　　Ωuand　on　a　le　temps　on　a　la　libert6
　　　　Bigorneaux　Lotte　multiples　Soleils　et　l’Oursin　du　couchant
　　　　Une　vieille　paire　de　chaussures　jaunes　devant　la　fenetre
　　　　Tours
20　Les　Tours　ce　sont　les　rues
　　　　Puits
　　　　Puits　ce　sont　les　places
　　　　Puits
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　　　Arbres　creux　qui　abritent　les　Capresses　vagabondes
25　Les　chabins　chantent　des　airs　b　mourir
　　　Aux　chabilles　marronnes
　　　Et　l’oie　oua－oua　trompette　au　nord
　　　Oh　les　chasseurs　de　ratons
　　　Raclent　Ies　pelleteries
30　Etincelant　diamant
　　　Vancouver
　　　O血Ie　train　blanc　de　neige　et　de　feux　nocturnes　fuit　l’hi》er
　　　OParis
　　　De　rouge　au　vert　tout　le　jaune　se　meurt
35Paris　Vancouver　Hyさres　Maintenon　New－York　et　les　Antilles
　　　La　fen色tre　s，ourve　comme　une　orange
　　　Le　beau　fruit　de　la　lurniさre
〔仮訳〕
5
窓
赤から緑まですべての黄色は色あせる
生まれた森で金剛インコが歌うとき
　　　　　　　　　　　ピ　　　　ィ
仕止められた比翼の鳥の推積
片翼しかない鳥の詩を書かねばならない
それをことずて電報で送ろう
巨大な外傷
それは目をそむけさせる
トリノの娘たちの中に一人の可愛いい子がいる
あわれな若老が自分の白いネクタイで鼻をかんでいた
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10君がカーテンを揚げてくれないか
　　そしていまそこに窓が開く
　　蜘蛛手が光を織り上げていったとき
　　美　蒼さ　測り知れぬ紫色　　　、
　　われわれは休息しようとしても無駄だろう
ユ5真夜中にはじめるとしょう
　　時間があれば自由だ
　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　
　　巻き貝　淡水のたら　数多くの太陽と日没のうに
　　窓の前の古ぼけた黄色い一足の靴
　　トウ－ル
　　塔
　　トウ－ル
20塔　それは街路だ
　　ビユイ
　　井戸
　　ビユイ
　　井戸　それは広場だ
　　ピユイ
　　井戸
　　　　　　カプレス
　　さすらう混血女を保護する空洞のある木々
25牡のシャバンは息もたえだえに歌を歌う
　　群を逃れた牝にむかって
　　そして雁　ウア・ウア　北のトランペット
　　そこでは洗い熊の猟師たちが
　　毛皮を剥いでいる
30　きらめくダイヤモンド
　　ヴァンクーヴァー
　　そこでは雪と夜の火とに白い列車が冬を逃れる
　　おSパリ
　　赤から緑まですべての黄色は色あぜる
35　パリ　ヴァンクーヴァー　イエール　マントノン
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ニューヨークそしてアン
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　　　ティル諸島
　　窓はオレンジのように開く
　　光の美しい果実
　　　　　　　　　　　　　　　　　★
　一行一行の注釈に進む前にまず全体の構造を検討してみよう。さて今何げな
く構造と言ったがこの詩を一読して感じる印象は，全くバラバラだという感じ
であろう。題名を除いて37行の詩句からなる「窓」は，その大部分の詩句が各
々相互に関係なく並列され，何の意味的な統一もないかのように見える。各々
の詩句はそれ自身で充足して他の詩句と相まって完結するというようなことは
ない。つまり一行一行が独立しているのである（これが一行一行の解釈が必要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となる理由である）。各詩句間の従属関係はわずかにquand（～とき，V．2）とい
　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　
う接続詞と関係副詞oti（そこでは，　V．28，　V．・32）によるだけで，原因結果と
いうような関連はない。（更に，V．28とV．29はこの二行が一つの文である。）その
　　　　　　　　　　　　　　　　　の
他の接続詞もet（そして，　V．11，　V．27）という等位接続詞で単にその前後の詩
句を対等につないでいるにすぎない。以上から構造ということを各要素を機能
的に関連づけて組みたてるというこの語本来の意味においてとらえるならば，
この詩には構造がないかのようである。このことは極めて重要である。なぜな
らば先に見たようにこの詩は決して偶然にできた詩ではなく，極めて周倒に計
算され推敲されそして構成された詩だからである。とすれば以上述べた各詩句
の連関のない並列，一見バラバラに見える詩句の配置は，実は，この詩の厳密
な構成の結果だということになるのだ。それこそがこの詩の構造なのである。
アポリネールの言う構文の単純化とはこのことだ。更にこの単純化は，各詩句
の内部にまで及んでいる。それはあまりにも単純化きれ，ある詩句は単なる実
名詞の並置となる（V．3，V．17，V．35など）。また形容詞，副詞は極度に省略さ
れ，各語は他の語からの意味的な変形をこうむることなく独立する。この印象
は更に比喩の少なさによって強化される。各語は何かに仮託されてイメージを
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結ぶのではなく，あたかもプリズムに分解された各々の色のようにその語のみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のイメージで充足する。たとえばV．1冒頭の語赤（rouge）はあくまで赤い色で
あり，普通赤に仮託される他の何らのイメージをも含んではいない（例えば血
の色とか夕陽の色とかいうような）。つまりこの赤はシンボルとしての赤では
なく，赤そのものなのである。語に様々なイメージを負わせるのではなく，逆
に負わせられていたイメージをむしろ語から取り除くこと，これも一つの単純
化作用ではなかろうか。ここにあるのは恐らくサンボリスムと正反対のやり方
なのである。アポリネールが（彼がサンボリ’スムの詩人として出発したことを
想起しよう。そしてまたrアルコール』の諸作品は最後までこのサンボリスム
に侵透されていたことを想起しよう）全く新しい美学と言った一つの理由がこ
こにあるのである。
　では具体的な注釈の作業に入ってみよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　★
　まず題名。何故「窓」なのか。一読してわかるように，窓という語が何回か
詩の中に登場するにせよ，この詩はある具体的な窓のことを歌ったものではな
い。
　先に書いたようにこの詩はベルリンでのドゥローネー展のカタログに発表さ
れた。というよりはむしろそのカタログの冒頭を飾るべく書かれた，と言った
方がよい。ロベール・ドゥローネー（Robert　Delaunay，1885パリ～1941モンペ
リエ）は当時キュビスム的な探求から次第に抽象絵画へと移行する時期にあり，
丁度始めての非対象的絵画peintures　inobjectivesである「窓」Les　Fenetres
の連作（1911～14）を始めていた（ドゥローネーの美学については後に再び取
りあげる）。当然ベルリンでの展覧会にもそのなかの数点が展示された。この
「窓」の連作は画面全体が三角あるいは四角に小さく区切られた色の面で構成
され，その何点かには，わずかにエッフェル塔の影とおぼしきものが認められ
るものの，ほぼ対象となるような事物はない。それはあたかもプリズムで分解
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ざれた色彩をそのままちりばめたような印象を与える。そこでの主題は色彩で
あり，形（forme）もまた色彩である。アポリネールがこのドゥローネーの「窓」
を念頭において彼の詩の題名を「窓」としたことは間違いないことであろう。
しかしドゥローネーの「窓」は窓であって窓ではない。とすればアポリネール
がドゥローネーの「窓」をうたったというのは適当ではないかも知れない。で
は何がアポリネールをして彼自身最もすぐれた詩の一つというこの詩にドゥロ
ーネーの「窓」から借りた（と考えれよう）題名をつけさせたのか。恐らくこ
の間に答えることは，「窓」の解釈と密接な関係があるであろう。われわれは
この詩を読んだ後に再びこの問題にふれることになるであろう。
V．1　赤から緑まですべての黄色は色あせる
多くの研究者はこの詩句がドゥローネーの「窓」のイメージを暗示したものだ
という。たしかに今のべたようにドゥローネーの絵の主題は色彩であり，この
詩句のそれもまた色彩であるのだからそうとは言えよう。しかしドゥローネー
の「窓」は赤・緑・黄だけで描かれている訳ではないし，黄色が別に色あせて
いるのでもないから，この詩句はドゥローネーの絵の説明でも，印象でもない
であろう。共通点は両者とも色彩がその主題だということだけなのである。と
すればこの詩句がドゥローネーの「窓」を暗示していると説明することは，実
は何も言っていないことに等しい。
　そこでもう一度よくこの詩句を読んでみよう。’まず赤から緑まで（du　rouge
au　vert）とはいかなることだろうか。色相環によれば赤と緑は補色（反対
色）である。そして黄色は赤と緑の丁度中間にある色だ（この三色は減色法に
よる三原色でもある）。とすれぼ，赤から緑までということは赤から縁に至るま
でのあらゆる色相でということになる。そしてそこですべての黄色が色あせる
（se　meurtは本来，まさに死のうとしているということだが色彩に関しては次
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第次第に色があせてく，失なわれていくということであろう）というのである
から，黄色のあらゆる要素が消失して，補色としての赤と緑が残る一そうい
う状態になりつつあるということなのだろう。これがこの詩句の意味である。
それだけである。なぜならば先にも述べたようにこれらの色彩は別に他のいか
なるもののシンボルでもないからである。この一行はこの一行だけで充足す
る。この一行がスクリーンに映し出される所を想像してみよう。純粋な赤があ
り緑があり黄色があって，その黄色が次第に色を失なっていく。それはまこと
に美しいイメージではなかろうか。しかしこれはまさにスクリーン上でのみ存
在するイメージでもあるのだ。かくしてこの詩句は全く別の意味を帯びること
になる。っまりこの詩句は現実の世界で見られたイメージではなく，仮空の世
界，非現実の世界のイメージなのである。くり返すことになるが，いかなる物
をも表現していない純粋な色（例えば絵の具の赤もそれは絵の具の赤であり赤
というものではない）は，あたかもスクリーンに映し出された映像のように不
在の存在なのである。なにげなく，あたかも客観的な現実的なvisionを示し
ているかのように，なにげなく提示されたこの詩句は，しかしその底に非現実
の世界への入口を開いてもいるのである。極めて功妙な配置といわねばならな
い。そして現実2非現実という現象は，この詩全体を貫く一つのテーマともな
るのである。
V．2　生まれた森で金剛インコが歌うとき
このquand（～とき）という接読詞は第一句にかかるのだろうか，それとも第
三句にかかるのだろうか。V．1にかかるとすれば「生まれた森で金剛インコ
が歌うとき，赤から緑へ……」となるし，V．3だとすると，「そのときピイが仕
止められ……」ということになる（このような自由な詩句の連関は一それは
各詩句内の語と語の結びつきにもあてはまる一句読点がないことから生ず
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る。句読点の廃止はすでに『アルコール』でも行われていたのだから，これは
『アルコール』からの継続ということになろう）。しかしいずれの場合にもquand
という時を示す接続詞に結ばれた各々の詩句は，何ら論理的なつながりを持た
ず，何の意味の連続をも示さない。この時もまた具体的，現実世界の時間では
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないのだ。いわばこのquandという接続詞は結ばれるべき別の時をもたずに
さまようのである。したがってこの詩句も自らで充足するしかない。だがV．1
からV．2へとイメージの連関がないわけではない。’赤・緑・黄というこの三つ
の色は，同じような色彩の羽根を持つという大おうむを引きよせる。まさに自
由な連想の遊びである。V．1の色彩に導かれて，われわれは南米の原生林にあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ざやかな色彩の大おうむが歌うのを聴くのである。しかし当然この金剛インコ
も，何かのシンボルではない。そしてこの詩句のイメージは現実のものであろ
う。たしかに南米の森林では金剛インコは歌うであろうから。しかし次の詩句
　　　　　　　　　　ビ　　　イ
V．3　仕止められた比翼の鳥の堆積
でわれわれはまた（というべきか，）非現実の世界へと入り込む。ところでピ
イとは何か。それはV4に登場する片翼しかない鳥のことである。（っいでに
言えば，かくしてV．3とV．4は連関する。）勿論伝説上の鳥だが，この鳥はア
ポリネールには親しい鳥であった。この鳥を彼が発見したのはすでに18歳のと
きで，当時のノートに「ピイ　（pi－i）という鳥は（翼が一組になる，）翼が一つ
しかない。彼らはつがいで飛ぶ（中国の詩）。雄が右，雌が左」と記されてい
るという③。とすればあの白楽天の『長恨歌』に名高い比翼の鳥であり，当然
普通は相愛の男女のシンボルである。またこの鳥は詩集rアルコール』の「地
帯」の中に二か所も登場している。，
De　Chine　sont　venus　les　pihis　longs　et　souple
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Ωui　n，ont　qu，une　seule　aile　et　qui　volent　par　couples
中国からは片翼のつがいになって飛ぶ
長くてしなやかなピィがきた
Et　tous　aigle’ 垂?Unix　et　p三his　de　Chine
Fraternisent　avec　la　volante　machine
そしてすべて　わしもフェ三ックスも　中国のピィも
この空飛ぶ機械と親しくなるのだ。
　ここにあるのはきわめて好意的なピィのイメージである。ピィは長くてしな
やかなという好ましい形容詞をあたえられ現代の神話である飛行機とダブルイ
メージされて，一つシンボルとなるのである。ここ｝C－一つの典型的な『アルコ
ール』の世界での伝説に対する態度がある6しかし一転して，「窓」に於ける
ピィのあつかいは異なっている。なぜ親しい鳥，’ z愛の男女のシンボルである
伝説の鳥ピィが仕止められ（つまり殺され）その死体が山ずみにきれねばなら
ないのか。そこに，われわれが『アルコール』の世界へのアポリネールの訣別
の意志を見るのは考えすぎだろうか6そう考えざるを得ない程，「地帯」と
「窓」のピィに対する態度は違うのである。しかしここではナポリネールはピ
イという非現実の存在と仕止めた獲物の山という具体的な存在をdeという前
置詞で結びつけて，現実と非現実との混在する世界にわれわれを導く糸口とし
ただけなのかも知れない。（この点に関して言えば，先に引用した「地帯」に
あっては，非現実の存在ピイは付加された形容詞，あるいは諸々のコンテクス
トによって伝説の鳥として現実化され非現実のも’のというイメージはない。）
　　　　　　　　　　　　　の　っけ加えれば，ピィ．之いう鳥がV．2の金剛インコからの連想であることはも
うあきらかであろう。かくしてV．1→V．2へと同じようec　v．2→V．3は連関
する。
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V．4　片翼しかない鳥の詩を書かねばならない
V，5　それをことづけ電報で送ろう
この2行はそれほどむずかしくはないように見える。詩句の連関もあきらか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
である。V．5のそれはV．4の詩poさme　a　faireを指していると老えられる。
そしてわれわれは現実世界に引き戻される。ここにあるのはわれわれが日常ど
こででも耳にする会話の一断片にすぎない。（ここでmessage　t616phonique
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　
とは電話のことではなく一般にmessage　t616phon6といわれていることずけ
電報のことらしい。）（4）勿論この詩句が意味するのはこの詩句が具体的にあらわ
している内容だけであり，何らそれ以外の意味は持っていない。だからなぜ比
翼の鳥の詩をつくらねばならないかはわれわれにはあきらかではない。こう言
った会話の断片，実際に日常使われる言葉の切れはしをいわば書き写して構成
した詩をアポリネールは会話詩poさmes－conversationsと名づけた。その典型
的な例は，同じ『カリグラム』《波》詩篇に含まれる「月曜日・クリスティー
ヌ街」である。（この詩に関しては拙稿『アポリネールの詩的冒険一「月曜目・
クリスティーヌ街」その他一〔学習院大学文学部研究会報第17号所収〕を参照
されたい。）しかしここでは，この会話の断片は，「月曜日・クリスティーヌ街」
におけるのと少し異なった効果を持っている。この詩にあってはV．1～V．5で
すでに見たように，現実と非現実が相互に浸透しあっているのだが，そのなか
での会話の断片はあたかも，マルセル・デュシャンのレディー・メイド（ready－
made）のように（デュシャンはアポリネールがドゥローネーと共にオルフィス
ムの列に加えた画家ですでに後にダダへと移行する根を持っており，その自由
な精神はアポリネールにも影響を与えたと思われる）現実を全く別の様相の下
に開示するのである。つまりデュシャンがありふれた事物に多少の手を加え，
それを芸術的なオブジェとして提示したとき，そのありふれた事物が通常のコ
ンテクストをはぎ取られて，奇妙な非現実性を帯びるように，詩の中にコンテ
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クストをはぎ取られて挿入された会話の断片は（特にこの「窓」におけるよう
に詩句自体がすでに非現実の侵入を受けているときにはなおの事）その現実感
を失なって独立し，単なる語の羅列に変るのである。そしてそのときその語の
羅列は，まことに奇妙なことに突然，語そのものとなって，オブジェ化するの
である。
　「それをことずけ電報で送ろう」という一句は，先に述べたようにここでは
われわれをV．1→V．4と導いてきた現実2非現実という関係から現実に引き
戻すのだが，その現実が何らのゴンテクストを持たないものであるので，かえ
ってそれが何か非理実の世界でささやかれているかのような印象を与えるので
ある。（このことは後に登場する会話の断片で更に検証されよう）
V．6　巨大な外傷
また難解な詩句が登場した。traUmatiSmeとは辞書によれば，①衝突，打
撲，外傷などに起因する異常で，特微として，傷口や皮下罐血がある。②精神
や肉体の障害を引き起し得る非常に激しい精神的ショック，のことであるとい
う。（Dictionnaire　du　frangais　vivant，　Bordas）したがってg6antという形容
詞がついても何ら不思議はなく，語の意味としては別に難かしいものではな
い。しかし「巨大な外傷」とは何か。よくわからないのである。たしかに辞書
にあるように外部からの衝激の結果ということなのだが，しかしその外部から
の圧力が何かは判然としない。くり返すことになるが，われわれは論理的なっ
ながりのない詩句を連想の糸をたよりに進んできた。その連想はおそらくアポ
リネールがこの詩を構成しつつ，頭のなかでたどった連想でもあったはずであ
る。しかしここでその糸がきれたような気がする。　（多分アポリネールのがで
なくわれわれのがである。）多くの注釈者もいろいろな説明を与えている。あ
る者は，これをドゥローネーの絵だとし（精神的なショックだということにな
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る），又別の研究家はここにもっぱら血の色を見ている（5）。しかしこの両者と
も詩句のつながりは無視しているようだ。構文から考えれば，po色meムfaire
のことだとも考えられるが，しかしそうするとtraumatismeと結びつかない
ように思える。
V．7　それは目をそむけさせる
この一行が前のtraumatisme　g6antを受けていることは間違いない。　couler
les　yeuxは別｝こ目を押し流すわけではなく，視線をうつすことであろうが，巨
大な傷口（V．6）がその要因であろうから，目をそむけさせると訳した。そし
てこのV。7によって詩は新たな展開を見せる。つまり何らかの外部のショック
によって目を別の場所に移すと，
V．8　トリノの娘たちのなかに一人の可愛いい子がいる
のである。ここにはV．1～V．5の流れを支配していた色彩と動きのイメージは
ない。Voilbという語はむしろ動きがないことを想定させる。そしてこのあと
V．8～V．18までの各詩句はこの固定の相のもとにあるように思える。
V．9　あわれな若者が自分の白いネクタイで鼻をかんでいた
少しこっけいだが，別にどうということのないイメージである。なぜその若者
があわれなのかは例によってコンテクストがないのでわからないが，恐らくハ
ンカチを持たず自分のネクタイ（それも白いので）で鼻をかまねばならない若
老があわれなのであろう。
　しかしありふれたもののように見えるこの詩句には，だが大きな意味がかく
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されている。それはse　mouchaitという半過去形の用法から来る。この詩句と
前の詩句とをくらべてみよう。V．8は，いわば事物の現示である。目の前に娘
がいるのである。しかしV．9は，そこに若者がいるわけではない。若者はいた
のである。それは報告である。報告とは，AがBに，　Bが知らない内容を伝達
することだ。その内容は常にBにとっては不在であり非現実なのである。そし
て過去時制とは常にこの報告の時制であり，過去が持つ非現実性は，報告者＝
話者の介在によってのみ現実化されるのである。この詩句が「若老が鼻をかん
でいたのを，私は見ていた」というのならば，そこにはdiscourが成立しこの
詩句は，その詩句なりに意味の完結を保つであろう。しかしV．9のような文の
場合，pauure　jeune　hommeは文法上の主語ではあっても，意味上の主語では
ないのだから（そこには話者が不在なのである）まことに奇妙なことにこの詩
句からは現実感がすべり落ちるのである。「むかしむかしあるところに，おじ
いさんとおばあさんがいました。」という文が，やはり話老＝報告者を欠くこ
とによって，われわれを非現実へと引き入れるのと同様に，この詩句もまた非
現実世界へとわれわれを導くのだ。V．8－V．9さらにはV．10へとわれわれは現
実2非現実をさまようのである。
　勿論この場合その印象は構文の単純化から来るわけで，アポリネールがその
効果を計算に入れていたのは間違いないであろう。単に時制を過去形に置くだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　ロ　　　コ
けで（se　mouchaitをこの場合現在形se　moucheかんでいるとした所で，こ
の文自体の意味からは大した違いはない。しかしそうすれば，その文は現実の
みを表現することになろう。）このような効果が得られるというのは驚くべき
ことではなかろうか。「窓」において，おこなわれた実験の一つがここにある。
V．10君がカーテンを揚げてくれないか
V．11　そしていまそこに窓が開く
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et（そして）という接続詞で結ばれたこの二行は一応切ることはできない。カ
ーテンを揚げてくれと誰かが頼み，ヵ一テンが揚げられ，窓も開かれるのであ
る。ところで，ここに突然あらわれたtu（君）とは誰か。この詩には人称代
名詞が少ない。用いられているのはV．5のnous，　V．14のnous，　V．15，　V．16のonそ
してこのtuである。　nousそしてonは極めてばく然とした人称代名詞である。
それらははっきりとした主体を指し示さず，その近くにいる（この場合は読者
なのだが）者たちを，いわば共犯者に位立てあげる。われわれとは人称の非人
称化である。しかしtuは違う。　tuはあくまでも個体であり，それを発する者
とはあきらかに違う，しかし親しい誰かを指示する。ではこのtuは誰か。
　アポリネールがtuという代名詞を詩の中に用いたのは別にこれが始めてで
はない。特に「地帯」はその冒頭の一句
Ala　fin　tu　es　las　de　ce　monde　ancien
君はとうとうこの古い世界にあきた
から始まって，全編にわたってtuがje（私）と相半ばして用いられている。そ
こではtuはjeなのであり，　jeをいわば客観的にながめる効果を持っている。
そのことはたしかにアポリネールに新しい視点をあたえたのであった。それま
での『アルコール』のjeだけの世界から脱して，このtuという代名詞の使用
はアポリネールに新しい客観世界への入口を見せたとはいえる。しかしその
tuはあくまでもjeの半面にしかすぎない。ここに「地帯」の革新の限界はあ
り，先に引用したガブリエル・ビュフェ・ピカビァ達の落担の理由もあったの
だ。しかし「窓」のこのtuは違う。これはjeではない。ところで，ここであ
らためてこの詩にjeという代名詞が用いられていないことに注目することは
無駄ではあるまい。しかも全体を通じてただの一度もないのである。今述べた
ように，rアルコール』はjeの世界であった。ということは，アポリネールが
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完全に『アルコール』の世界から脱却して新しい客観的な非情な世界に足を踏
み入れたことを意味している。彼は今や自己のみを歌う詩人ではない。「窓」
はその第一歩なのである。（アポリネールはそのことを強く意識していた。ア
ポリネールが「窓」に与えた特権的な位置を思い起すだけで充分であろう。）
　さてjeとは違うこの詩句のtu，われわれはそれについて何も知る所はな
い。コンテクストから引きはがされたtuは単に2人称単数を示すという文法
上の意味以外に何らの意味をも持ち得ないのである。ここにあるのは，またし
ても　（というのはnOUSやonと同じということだが）人称の非人称化なの
だ。それはV。9のpauvre　jeune　hommeと同じように主語であって主語では
ない。ヵ一テンが提げられ，窓が開かれるという極めて具体的現実的なイメー
ジにまで浸入する非現実の影は次につづく2行によって更に増幅される。
V．12　蜘蛛　手が光を織り上げていったとき
V．13美蒼さ　測り知れぬ紫色
アポリネールはこの詩で様々な水準の言語を混在させる。V．8～V．11と比較的
平凡な（ということは語句そのものの意味が容易に理解できるということだ
が）表現を用いたアポリネールは，またここで難解な表現を挿入する。
　lu皿iさreは恐らくカーテンが揚げられ窓が開かれたときに入って来た光であ
ろう。そしてその光は窓との連関で，ドゥローネーの「窓」のイメージを呼び
起す。そしてドゥローネーの「窓」が三角，四角の小さな色の面で構成されて
いたのを思い起すならば，それが蜘蛛瓢蜘蛛の巣を連想させるだろう。ここで
ドゥローネーの「窓」は光の蜘蛛の巣となり，それは手（勿論，画家の手と蜘
蛛の手はダブル・イメージとなる）が光で織り上げたのものなのである。その
　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
美しい光の織り物＝ドゥローネーの作品は当然，手が織り上げていったときに
はじめて完成したのである。（puandという接続詞tissaientという半過去は
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ここでは通常の意味を持つ）
　これは一っの解釈である。そしてこの解釈は更にきかのぼって前の詩句に影
響を与える。窓がドゥローネーの「窓」ならばTu　soulさveras　le　rideauは象
　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　
徴的な意味を持ち得る。君はドゥローネーであり，カーテンを揚げるという行
為は彼の新しい美学を象徴する「窓」への文字通りの幕開けとなる。しかしく
り返すがこれは一つの解釈であり仮説である。そうかも知れないしそうでない
かも知れないのだ。
　様々な言語の混在とはこのことである。V．12は象徴的な言語なのだ。蜘蛛＝
蜘蛛の巣，光を織りあげる手，そしてそれらがqtiandという形容詞で結ばれ
るとき，これらの語はそれ自身のイメージだけで完結することができずに否応
なく象徴的な意味を持たされる。そして注目すべきことはこれらの象徴的な言
語が実は，極めて具体的，現実的なイメージを形成するということである。こ
の場合には恐らくそれはドゥローネーの絵なのだが，この詩句と，先に読んだ
第一句とを比較するならば，その逆の働きに驚かざるを得ないだろう。極めて
具体的に見えて，しかしわれわれを非現実へと誘う言語，そして象微的であり
ながら，我々に具体的，現実的なイメージを提出する言語，アポリネールはこ
れらの言語を注意深く並置するのである。
　しかしこの具体的なイメージは次の詩句（V．13）と出会うことによってまた
変質せざるを得ない。
　美という語は，たしかに前の詩句のイメージを受けたものであろう。しかし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここで美が名詞であり形容詞ではないことに注意しよう。美は抽象的な概念で
ある。具体的にこれこれが美しいというのではない。美という語によって，様
々な美しきは抽象化され非現実化される。ここでまた極めて具体的にイメージ
化されていた（恐らくは）ドゥローネーの「窓」が，美という概念によって抽
象化されるあだ。さちにそれは，蒼さ，渤り知れぬ紫色というこれもきわあそ
抽象的な語によって強化される。現実は非現実に引き戻されるのである。　（な
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ぜここ蒼・紫という色がでてきたかと言えぱ，恐らくはng－’句の赤・緑・黄に
対応するのであろう。青は色相環の上で黄色と対立し，赤から緑までのもう一
方の中間を占める。かくして色相環は完成する。）
V．14われわれが休息しようとしても無駄だろう
V．15　真夜中にはじめよう
V．16時間があれば自由だ
この三行はすでにわれわれが考察してきたことを更に確実なものにしてくれ
る。これはまた新たなready－madeである。しかもnous，　onと言う主語はこ
れらの詩句を非人称化し，何らの具体的意味をもわれわれに与えない。この三
行は各々が持っ意味以上の意味を持たない。それは文が本来的に持つ伝達の作
用をすら為し得ない。それは言語の空洞化である。「真夜中にはじめよう」と
いう一文は，いくら文法的には正確でも，何を何のためにという補足がなけれ
ば，全く語の単なる罹列であって言語としての働きをしてはいない。ここには
言語についての極めて重要な問題点がひそんでいるはずである。言語をそのあ
りのままの形で（ということは言語学のように分解するのでなく，その使用さ
れる状態のままでということだが）オブジェとして検討の対象に供すること。
それがアポリネールが「窓」　（そして《波》詩群を通じて，あるときには会話
詩という形で，あるときにはカリグラムという形で）によって始めた実験の一
っの意義なのである。こあ探求はやがて，タダ，シュールレァリスムへと引き
っがれていくことになるのである。
　さらに別の実験，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
V．17巻き貝淡水のたら　数多くの太陽そして日没のうに
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　構文の単純化はアポリネールをここまで導いた。ここにあるのは文字通りの
語の並置である。しかもそのことは大文字の使用によってさらに強調される。
大文字の使用は各語を個有名詞化するからだ（V．35の語の並置は，文字通り個
有名詞によってなされている）。この詩句についても様々な解釈がなきれてい
るが，あまり説得的なものはない。語句の意味は（というは，今のべた語の独
立をさらに強化するためにアポリネールはあまり使用されない語一太陽は別
だが，しかしそれは数多くの太陽だ一を用いているからなのだが）次の通り
である。
　Bigorneauxとは一般に食用になるあまり大きくない巻き貝をいう。　Lotte
は，たらの一種だが海ではなく淡水｝こいるもののようだ。Oursinはうにであ
る。どう考えてもこれらの語は互いに結びつかない。巻き貝，淡水のたら，う
にと食用になるものを並置したのだとしたら太陽と，そしてうにに結びつけら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
れている日没なる語がはみ出す。逆に日没のうにからよく子供が描くような光
線を放ちながら没していく太陽を連想し，うには海に沢山いるのだから（Oursin
は単数で書かれてはいるが），数多くの太陽に結びつけるとしても，今度は巻
き貝と淡水のたらが，われわれの描き出すイメージから消えるのである。結局
この一句はよくわからない。そしてその難解さは，一つ一つの語がむずかしい
のではなく，あるいはそれ｝こ仮託されているイメージを解くことができないの
でもなく，それらの結びつきが，なぜこの句のなかにこれらの語が一諸に並置
されているかが，理解できないところから来るのだ。さらに言えばこの難解き
はそのままこの「窓」のもつ難解さでもあると言えよう。この句のなかの各語
のように各詩句は「窓」という詩のなかに並置されているのだ。
V．18　窓の前の古ぼけた黄色いr足の靴
詩句の意味は極めて明瞭である。だがなぜこの句がここにあるのかの理由はど
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こにもない。ドゥローネーによればこの靴はドゥローネーのアトリエにあった
ものだという。しかしそのことがこの詩句の意味に何らの影響を与えないのは
いままで見た通りである。そしてまさにこの靴という静物に代表されるように
「目をそむけきせ」てから，このV．18までの各詩句の与えるイメージはいはば
固定されたかのように動かなかった。しかし次の詩句から，われわれはめまぐ
るしく変化し運動するイメージを追うことになるのだ。それは
　　トウ－ル
V．19塔
という呪文ではじまる。この塔がドゥローネーの絵を暗示していることは間違
いない。ドゥローネーは数多くの塔＝エッフェル塔を描いている。始めて世に
エッフェル塔の美しさを教えたのも彼であった。それはまたドゥV一ネーのモ
デルニスムのあらわれでもあった。さらにまたアポリネールがドゥローネーに
「塔」という詩を献呈していることもつけ加えよう。それは次のような詩であ
る。（『カリグラム』《波》に含まれる）
　　　　　　　　　　　　　　　　Tour
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　D．R．
　　　Au　Nord　au　Sud
　　　Z6nith　Nadir
　　　Et　les　grands　cris　de　l’Est
　　　1’Oc6an　se　gonfle　h　l’Ouest
　　　La　Tour　a　la　Roue
　　　S’adresse
　塔
　　R．D．（ロベール・ドゥローネー）に
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北に南に
天頂　天底
そして東の大なるさけび
大洋は西にふくれ上り
車輪もつ塔が
そそり立っ
　しかし「窓」のこの一行は「塔」に見られるように具体的にドゥローネーの
絵をうたったものではない。第一にこのtoursは複数である。したがってそ
れはエッフェル塔ではないのである（ドウローネーのエッフェル塔を描いた絵
の題はみな単数のIa　Tourである）。アポリネールはたくみに塔を一般化す
る。そうして具体的なイメージを与えることをさけるのである。しかもこの複
数化にはもう一つの意味がある。フランス語のtourには2つの意味があっ
て，①女性名詞で塔，②男性名詞で回ること，一周することである。そして複
数化は男性・女性の区別を取り去るからtoursなる複数は，①，②の意味を
同時にもつことになるのだ。V．19が呪文である理由はここにある。それはさま
ざまな塔であるとともに，これから始まる一回りへの出発の合図でもあるの
だ。
　　　トウ－ル
V．20　塔それは街路だ
　　　ピユl
V．21井戸
　　　ピ＝イ
V．22井戸　それは広場だ
　　　ビユィ
V．23井戸
詩句は運動をはじめる。それにっれてイメージもまた動きはじめ，様々な視点
から見られたイメ」ジが交錯する。この手法はすでにアポリネールには親しい
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ものだ。すで1と「地帯」「ぶどう月」などの『アルコール』の諸作品にも，様
々に視点をかえて相異なる現実を同時に手に入れようとするアポリネールが見
られる。’
Te　voici　a　Marseille　au　milieu　des　pastさques
マルセイユで　西瓜にとりかこまれているおまえ
Te　voiciλCoblence　a　l’h6tel　du　G6ant
コブレンツでホテル〈巨人〉にいるおまえ
Te　voici　a　Rome　assis　sous　un　n6flier　du　Japon
ローマで日本のびわの木の下に腰かけているおまえ（「地帯」）
しかしやはり『アルコール』におけるく同時性の表現〉とこの「窓」の例とで
はその質が異なっているのである。『アルコ」ル』にあっては，いわば中心が
あるのだ。勿論その中心はアポリ’ネールの自己（moi）である。どこに視点が移
ろうとも，それは中心からいわば出張した視点であるのだ。われわれは主人公
の放浪のあとをたどる。移動するのは詩の主人公の視点なのである。
　だが「窓」にあっては全く事情は異なる。この詩に主人公はいない。つま．り
視点をかえねばならないのは読者であるわれわれだ。
　われわれはまず塔と水平になって塔を見る。すると塔は横にのびて街路とな
る。注意するが，ここには塔は街路に見えるとは書かかれていない。そのよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビユイ　　　　　ビユイ
に見るためにはわれわれが塔と水平にならねばならないのだ。それから，井戸
だ。このpuitsという語にも留意しよう。puitsは井戸であると『同時にpuis（そ
　　　　　　　　　
れから）という副詞でもある。塔を横から見たわれわれは，今度は上空から広
場をながめる。すると街のビルディングの間にある広場はまるで井戸なのであ
る。
　ビユイ　　　　　　ビユl
　それから，井戸＝穴のイメージは
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　　　　　　　カプレス
V．24　さすらう混血女を保護する空洞のある木々
へとわれわれを導く。ここにいうカプレスとはフランス領アンティル諸島で黒
人と白人，又は黒人・白人の混血と白人との混血の住民たちのことのことであ
る。（ここでは女性形なので混血女。男性形はcapre）。われわれは一挙にパリ
から中南米へと移動する。
V．25牡のシャバンは息もたえだえに歌を歌う
V．26群を逃れた牝に向かって
シヤバンchabinとは牡山羊と牝の羊，またはその逆の混血から生まれると考
えられる仮定上の動物だという。ただ単に中南米にいる毛の長い羊の一種を
指すこともあるらしいがV．24のcapresseの連想からすればこの混血の動物と
取った方がふさわしいであろう。そしてその牡が群から逃れた　（これもV．24
vagavondesにつらなるイメージであろう。）牝に向って悲しげにうたうのだ。
V．27　そして雁　ウァ・ウア　北のトランペット
V．28　そこでは洗い熊の猟師たちが
V．29　毛皮は剥いでいる
marrOnes（群から離れた）という語は群をなして飛ぶ鳥，そして北へ南へと
放浪する鳥，雁を引き出す（われわれはまた連想の糸をたどっているのであ
る）。雁の鳴き声はトランペットのように北方にひびきわたる。今度は北が，
北アメリカ産の動物，洗い熊を呼び起す。洗い熊はその毛皮で有名なのだから
猟師が毛皮を剥ぐのは当然だ。
一　202一
　　　　　　　　　　　　　　　　アポリネール「窓」注釈の試み（1）（中川）
V．30　きらめくダイヤモンド
そして恐らくは，毛皮をはぐ猟師のナイフのきらめきが，ダイヤモンドのきら
めきを連想させたのだ。
V．31　ヴァンクーバー
われわれはまだ北にいる。北の港ヴァンクーバーに。中南米からわれわれはカ
ナダまでアメリカ大陸を北上したのである。
V．32　そこでは雪と夜の火とに白い列車が冬を逃れる
ここにあるのも依然として運動イメージである。この夜の火というイメージは
とらえにくい。夜の街の灯なのか，夜汽車の灯なのか，それとも星空なのか。
いずれにせよ白く雪ををかぶった汽車が，その夜の火にてらされてしっ走す
る。そして最後の「冬を逃れる」という語句が中南米から北へとたどっていっ
た我々の旅の終りをつげるのだ。われわれはパリに戻る。
V．33　お＼パリ
そしてそこではあの美しい，しかし非現実のものであるイメージがわれわれを
待っている。
V．34赤から緑まですべての黄色は色あせる
すでにこの詩句については解釈した。しかし2度もこの詩句がくり返されてい
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る所をみるとアポリネールが非常に重要なイメージだと考えたのであろうか。
あるいはまた冒頭の一句をくり返すことによってあたかも終りのはじまりのよ
うに詩全体のイメージがわれわれのなかでくり返されることを期待したのだろ
うか。丁度終りなくつらなる色相環の円環のように。
V．35　パリ　ヴァンクーヴァー　イエール　マントノン　ニューヨークそして
　　　アンティル諸島
　　　　　　トウール　　　トウール　　　　　　　　　ビaイ　　　　ピユイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ》け言葉
ここ｝こもV．19（塔→一回り），V．21（井戸→それから）と同じようなjeu　de　mot
がある。　ドゥローネー展のカタログでは，三つめの都市名HyさresはLyon
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イエ－ル　　　　　　イエロル
となっていた。それをHyさresと変えたのは，　Hyさresをhier（昨日）に
マントノン　　　　　　 マントナン
Maintenonをmaintenant（今）にかけるためであろう。っまりくパリ　ヴァ
ンクーヴァーに昨日，今ニューヨークそしてアンティル諸島に〉というわけで
ある。しかしそれによってこの詩句が大きな変化をこうむったとは考えられな
い。いずれにせよただ単に都市名を罹列して，先程toursの呪文の下に出発し
た旅行をもう一度くり返しているにすぎないからである。しかしパリ，ヴァン
クーヴァー，アンティル諸島（V．24）はいいとして他の三つはなぜ名前がある
かわからない。（イエールとマントノンは今言ったかけ言葉のためとしでもニ
ューヨークはわからない）しかしそんなせんきくは無用であろう。これらの地
名も赤・緑・黄と同じように，何らのイメージをも仮託されていないからであ
る。
　順番に一行一行の詩句を読みすすめてきたわれわれは最後に非常に美しい二
行を読む。
V．36窓はオレンジのように開く
V．37光の美しい果実
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この詩句にあいまいさはない。これがアポリネールの窓のイメージである。こ
こにある，窓＝オレンジ＝光の果実，この三重層のイメージは，アポリネール
がこの詩「窓」に託した希望のように美しい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　★
　しかしわれわれの注釈はこれで終ったのではない。細部の検討を終ったい
ま，いよいよ「窓」の全体像を，アポリネールがドゥローネーの同名の絵の題
名を借りて託した希望の意味を問うべきときが来たのである　　　　（未完）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
＊　アポリネールのテクストはGuillaume　Apollinaire；（Euvres　Complさtes（4　volumes，
edition　etablie　sous　la　direction　de　Michel　D6caudin，　Balland　et　Luca，6diteur　1965
～66）を用いた。0．C．と略す。
＊　「窓」に関する注釈の主なものは次の通りである。（しかしいずれも一部分にすぎな
　い。）
　S。1．Lockerbie，「Le　r61e　de　l’imagination　dans　Calligrammes，　premiさre　partie：
　　《Les　Fenetres》et　le　poさme　cr66」，　Guillaume　Apollinaire　5，　la　revue　des
　　lettres　modernes，1966．　p．6
J．G．　Clark，「Delaunay，　Apollinaire　et《Les　Fenetres》」Guillaume　Apollinaire
　7，la　revue　des　lettres　modemes　1968．　P．100
Philippe　Renaud，　Lecture　d’Apollinaire，　Collect正on　Lettera（1），　Edidion　L’Age
　d’Homme，　Lausanne　1969，（特にp．　p．350～368）
＊　「窓」の翻訳には次のようなものがあり，いずれも参考にさせていただいた。
　渡辺一民　「アポリネール全集」，紀伊国屋書店，1959，p．568　（なお氏には，ビュ
　　トール「文学の可能性一文学，耳と眼一」，中央公論社昭和42年，に所収の〈アポ
　　リネールと現代詩におけるその役割り〉という翻訳があり，その申にも「窓」が訳
　　されている。ついでにこのビュトールの論文は「窓」の解釈にもふれている。）
飯島耕一　「アポリネール」　美術出版社，1966，p，113
　　　　　　　　　　　　　　　　－205一
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河上徹太郎　「アポリネールの恋文」　垂水書房，1965，p．53
堀口大学　パリゾ編「アポリネール詩集」　創元社，昭和28年，p．144
また英訳には，Francis　Steegmuller，　Apollinaire－poet　among　the　Painters－，　Penguin
　Books，1973，　p．207，がある。
（1）　『Tendre　comme　le　souvenir』0．　C．　VI　p．　p．478，493，617
（2）　Gabrielle　Buffet，　Souvenir　sur　Guillaume　Apollinaire（Zone），　Bulletin　de　la
　　Guilde　du　livre，　Lausanne，　dec．1937．（上記Philippe　Renaudの著作に引用）
（3）Michel　D6caudin，　Le　Dossier　d’Alcools，　Droz，1960，　p．87　　’
（4）上記Francis　Steegmullerによる。　p．203
（5）上記J．G．　Clarkの論文，　p。105
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